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ＵＡゼンセン・製造産業部門 

令和８年 春季全国火災予防運動 
３月１日(日)～７日(土) 

～ 急ぐ日も 足止め火を止め 準備よし ～ 

今の季節は最も空気が乾燥し、火災が発生しやすい時期です。職場内の火災リスクを 

点検し、大切な仲間と設備を守るための対策を徹底しましょう。 

火災は一瞬ですべてを奪い去ります。 

一人ひとりが「火を出さない」という意識を持ち、日々の点検を積み重ねることで、ゼロ災

の職場をつくっていきましょう！ 

３.もし火災が発生したら（初期対応） 

・通 報：非常ベル・119 番など社内ルールを従業 

員全員に周知 

・初期消火：無理をしないで、初期消火を止める基準

を明確に 

・避難誘導：安全な経路の確保、整理整頓を日頃から 

２．今すぐできる３つの対策 

・５ Ｓ の 徹 底：燃えやすいものを放置しない 

油の付いたウエスは専用容器へ 

・終 業 点 検：使用しない機器のプラグを抜く 

ヒーターの消し忘れ確認 

・火気厳禁の遵守：指定場所以外での喫煙・火気作業

の厳禁 

１．職場の「火災リスク」はどこにある？  

・電気の火災：コンセントのホコリ（トラッキング現象）、

たこ足配線、コードの破損 

・静電気の火災：乾燥した冬場は、可燃性ガスや粉じん

への引火リスクが増大 

・暖 房 器 具：ストーブ付近の可燃物（段ボール・布類）

への着火 


